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　当所では、毎年恒例の「永年勤続優良社員・ものづくり匠表彰」を今年度も下記の通り
実施いたします。この表彰は多年にわたり会員事業所に勤務し、人格、職務成績等に優れ、
他の模範となっている従業員の方を表彰するものです。 
　1．日　　時　　平成29年2月8日（水）　午後3時30分～（予定）
　2．会　　場　　ホテル天地閣
　3．申込締切　　12月8日(木)
　4．負 担 金　　被表彰者1名につき　5，000円
　5．表彰区分

※上記区分の「5 特に功績顕著な者」とは事業所の社員で発明、工夫、特許、技能、生産性向上、販路開拓等の分野で特に功績の
　あった者を「ものづくり匠」として表彰いたします。

◆ 問合せ　会員サービス課 ◆

第62回永年勤続優良社員・第16回ものづくり匠表彰申請受付のご案内

●日立商工会議所会頭表彰

●日本商工会議所会頭並びに日立商工会議所会頭連名表彰

●日本商工会議所会頭並びに日立商工会議所会頭連名表彰

●日立市長表彰

●日本商工会議所会頭並びに日立商工会議所会頭連名表彰

●茨城県知事褒状※事業主名の会議所会頭宛推薦書と本人の履歴書を提出ください。

　(いずれも茨城県の様式がありますのでお問合せください。)

●日立商工会議所会頭表彰

10年以上30年未満

30年以上35年未満

35年以上40年未満

40年以上

特に功績顕著な者

(ものづくり匠)

勤続年数等 表　彰　の　種　類区分

1

2

3

4

5

　まだなんとかなる…もう少しガンバレば…と、事業を続けているうちに、事態
はより深刻になり、傷口を大きく広げることが少なくありません。
　不幸にして経営が不振に陥った時は、「早期に適切な手を打つ」ことが、倒産を
防ぐ重要なポイントです。受注・販売の不振、手形の決済など経営の先行きに不
安が生じたら、できるだけお早めにご相談ください。

元
気
が
一
番
!!

元
気
が
一
番
!!

資金繰りを確認しよう！ 融資制度のご案内資金繰りを確認しよう！ 融資制度のご案内
年末年始に向けて、在庫の確認や仕入資金、賞与資金など通常に比べて大きな資金が必要
となる時期です。必要な場合は調達方法などをよく検討しましょう。
年末年始に向けて、在庫の確認や仕入資金、賞与資金など通常に比べて大きな資金が必要
となる時期です。必要な場合は調達方法などをよく検討しましょう。

ま
だ
間
に
合
い
ま
す
。

年
末
資
金
の
相
談
は
お
早
め
に
!!

※年末調整は、毎月の給与などから源泉徴収した税額と本
来1年間に納める税額の過不足を精算するものです。年
末に向けて繁忙期を迎えますので、年末調整に必要な書
類などポイントを確認しましょう。

　小規模事業者を対象に日計表のつけ方や従

業員の源泉徴収の方法、決算書の作成などの

お手伝いをしています。

　この事業は、担当者が事業所の都合に合わ

せて訪問し、経営者（またはご家族）が記帳

や税務について理解し、ご自身で決算や申告

が出来るように行っているものです。

【申し込み対象】
●従業員数が20名以下（卸・小売・サービス業
は5人以下）の個人事業所

●税理士の関与を受けていない事業所

記 帳 指 導（年末調整）

応
援

「
頑
張
る
経
営
」

し
ま
す
！！

☞ ☞さぁ、商工会議所へ行こう !!さぁ、商工会議所へ行こう !!さぁ、商工会議所へ行こう !!

【自治金融】
○限　度　額　1,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　　 連帯保証人が必要になります。　
○担　　　保　原則不要
　利率1.06％（平成28年11月10日現在）
【振興金融】
○限　度　額　2,000万円
○期　　　間　運転7年　設備7年
○保　証　人　個人事業主は原則不要。
　　　　　　　法人の場合は代表者。
　　　　　　　※特別な事情がある場合は、その他に
　　　　　　　　　 連帯保証人が必要になります。
○担　　　保　必要に応じて徴求
　利率1.16％（平成28年11月10日現在）
※どちらも年利1.0％の利子補給が受けられます。お申込み・
　お問合せはお近くの金融機関または経営支援課まで

【マル経制度】
○限　度　額　2,000万円
　　　　　　　※1,500万円超は事業計画書添付
○期　　　間　運転7年　設備10年
○保証・担保　原則不要
　利率1.16％（平成28年11月10日現在）

【マル経をご利用頂ける方】
○日立市内(十王地域を除く)で1年以上継続して同一事

業を営んでおり、税務申告をしている方
○当所の経営指導を原則として6 ヶ月以上受けている方
○従業員20名以下（商業・サービス業は5人以下）の小規

模事業者の方
○所得税（法人税）、事業税、住民税を完納している方

※年利1.10％の利子補給が受けられます。
　お申込み・お問合せは経営支援課まで

　当所では新年を飾るかいぎしょＮＥＷＳ新年増大号を発行し
ています。
発 行 日　平成29年1月20日（金）
　　　　　※原稿締切　平成28年12月2日（金）
発行部数　3,600部
広告の大きさと金額（税込）
　□カラー　　Ａ4版1/2（裏表紙）　　　64,800円
　　　　　　　Ａ4版1/2（裏表紙内側）　54,000円
　□モノクロ　Ａ4版1/3　　　　　　　21,600円
　　　　　　　Ａ4版2/3　　　　　　　43,200円
　　　　　　　Ａ4版1/2　　　　　　　32,400円

かいぎしょＮＥＷＳ新年号の

広告掲載事業所を募集します

かいぎしょＮＥＷＳ新年号の

広告掲載事業所を募集します

◆ 平成29年 ◆
新年名刺交換会のご案内

◆ 平成29年 ◆
新年名刺交換会のご案内

◆申込・問合せ　総務課

　平成29年の新年

を迎えるにあたり、

恒例の新年名刺交

換会を開催します。

●日　　時　平成29年1月5日（木）

　　　　　　午後4時から5時

　　　　　　※受付　午後3時から

●会　　場　ホテル天地閣

●参 加 費　1,000円

●申込締切　11月25日（金）

●申込・問合せ　総務課

通常号
（毎月20日発行）

広告の大きさ　タテ50ｍｍ×ヨコ170ｍｍ
広告掲載料　12,960円（税込）
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キラリ☆会員探訪 第101回

『素材と味、職人の魂を込めた洋菓子』

未来予想図

ひとこと日立自慢

　日立といえばこれ！という日立銘菓
をつくるのが夢です。「50、60は洟垂
れ小僧、70、80は働き盛り、90でお
迎えが来たら100まで待てと追い返せ」
の信念で、80代でもケーキを作ってい
たい。もし『10年前に食べておいしかっ
た』というお客さんが来店したら、変わ
らない同じケーキを提供できるよう精
進したいです。

　海ですね。海の見える日
立駅は日本一だと思って
いるし、以前よく釣りにで
かけた古房地公園（日立灯
台）も好きです。海に囲ま
れた釣りのベストスポット
があって、ウミガメが泳ぐ
のを見たこともありますよ。

商工会議所より
　10月号でのインタビューで、日立の名物が欲しい！というお話が
出たばかりです。日立銘菓の完成、楽しみにしています！

か
い
ぎ
し
ょ
☆
往
復
書
簡

日立市千石町1－5－10
電　話　0294－33－0241
F A X　0294－33－0241
〈営業時間〉　10：00～19：00
〈定 休 日〉　毎週木曜日

　多
賀
駅
近
く
の
す
ず
ら
ん
通

り（
旧
国
道
）沿
い
に
店
舗
を
構

え
る『
焼
き
立
て
工
房
コ
ン
デ
ィ

ト
ラ
イ
・
ミ
ヨ
』。
店
名
の
コ
ン

デ
ィ
ト
ラ
イ
は
、
ド
イ
ツ
語
で

『
洋
菓
子
店
』
の
意
味
で
す
が
、

元
々
は
現
在
の
代
表
・
三
代
雅

裕
さ
ん（
58
歳
）の
五
代
前
の
高

祖
父
が
1
0
5
年
前
に
創
業
し

た
老
舗
和
菓
子
店
で
し
た
。

　大
学
卒
業
後
、
洋
菓
子
職
人

の
修
業
を
し
た
三
代
さ
ん
は
27

歳
で
店
を
継
ぎ
、
そ
れ
ま
で
の

和
菓
子
店
を
洋
菓
子
喫
茶
へ
替

え
て
オ
ー
プ
ン
。
当
時
は
県
内

で
も
珍
し
か
っ
た
専
用
オ
ー
ブ

ン
で
焼
く
自
家
製
バ
ー
ム
ク
ー

ヘ
ン
や
ス
イ
ス
チ
ョ
コ
な
ど
を

販
売
し
ま
し
た
。

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
4
か
国
を
修
業

で
旅
し
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
製
菓

学
校
で
も
学
ん
だ
経
験
を
活
か

し
て
、ド
イ
ツ
菓
子
だ
け
で
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
菓
子
ま
で
幅
広
い
種

類
の
洋
菓
子
を
提
供
。
イ
チ
ゴ

を
使
っ
た
フ
レ
ジ
ェ
も
そ
の
一

つ
。
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
と
は
一

味
違
う
、
本
場
フ
ラ
ン
ス
仕
込

み
の
カ
ス
タ
ー
ド
と
バ
タ
ー
ク

リ
ー
ム
の
華
や
か
な
ケ
ー
キ
で

す
。

 『
高
い
原
価
率
で
も

　
　
　

 

美
味
し
さ
を
追
求
』

　一
人
で
す
べ
て
の
商
品
を
作

る
た
め
、
作
業
は
朝
7
時
か
ら

深
夜
12
時
ま
で
。
材
料
も
一
流

品
使
用
で
原
価
率
が
高
く
な
り

が
ち
と
か
。
妥
協
し
た
く
な
い

職
人
と
し
て
の
思
い
と
商
売
の

間
で
ジ
レ
ン
マ
も
感
じ
ま
す
。

し
か
し『
オ
ー
ナ
ー
兼
職
人
だ
か

ら
こ
そ
1
0
0
％
自
分
の
作
り

た
い
も
の
を
追
求
で
き
る
』と
語

る
三
代
さ
ん
。

　2
0
0
2
年
に
は
『
焼
き
立

て
』を
コ
ン
セ
プ
ト
に
石
釜
を
導

入
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
の

店
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
石
釜

オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
は
、
皮
が
サ
ク
サ
ク
固

め
の
本
場
の
味
。
街
が
変
遷
し

て
い
く
中
、
菓
子
店
も
常
に
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

三代　雅裕 さん

ミヨ洋菓子店

リレー随想
No.198

　「
ん
? 

『
響
け
! 

ユ
ー
フ
ォ
ニ

ア
ム
』! ? 

ア
ニ
メ
化
決
定
? !
」

　二
年
ほ
ど
前
、ふ
と
立
ち
寄
っ

た
コ
ン
ビ
ニ
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

冒
頭
の
文
章
の
帯
が
付
い
た
書
籍

が
私
の
目
に
留
ま
っ
た
。「
こ
の
題

名
は
…
。し
か
も
題
材
が
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ア
ム
か
…
、大
丈
夫
な
の

か
?
」

　私
は
小
学
校
か
ら
楽
器
の
世
界

に
入
り
、中
学
校
の
部
活（
吹
奏
楽

部
、当
時
名
称
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
）に
て
中
三
か
ら「
ユ
ー
フ
ォ
ニ

ア
ム
」と
い
う
楽
器
を
担
当
し
、学

生
時
代
を
経
て
か
れ
こ
れ
30
年
以

上
、今
も
常
陸
太
田
市
民
吹
奏
楽

団
に
所
属
し
吹
い
て
い
る
。

　こ
の
楽
器
、当
時
は
、今
で
も
、

「
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
」と
呼
ば
れ
る

こ
と
の
方
が
ま
だ
多
い
。吹
奏
楽
、

主
に
、「
軍
楽
隊
」と
呼
ば
れ
る
形

態
で
用
い
ら
れ
る
楽
器
で
、音
域
・

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス（
と
呼
ば
れ
る
歌

口
）は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン（
ス
ラ
イ
ド

を
伸
び
縮
み
さ
せ
る
楽
器
で
す
）

と
同
じ
、形
は
チ
ュ
ー
バ
と
呼
ば

れ
る
一
番
大
き
な
ラ
ッ
パ
を
半
分

く
ら
い
に
縮
め
た
よ
う
な
形
を
し

て
い
て
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
と

同
じ
金
管
楽
器
で
あ
る
…
と
、ま

ず
、楽
器
の
説
明
を
す
る
だ
け
で

も
大
変
だ
し
、こ
こ
ま
で
言
っ
て

も
、ま
ず
理
解
さ
れ
な
い
楽
器
で

あ
る
。

　ま
ず
も
っ
て
、名
前
が
憶
え
づ

ら
い
。あ
の「
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

（
サ
ッ
ク
ス
）」を
発
明
し
た
ア
ド

ル
フ
・
サ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
発
明

さ
れ
た
こ
の
楽
器
、他
の
金
管
楽

器
は
単
に
音
域
で
ア
ル
ト
、テ

ナ
ー
、バ
リ
ト
ン
、バ
ス
と
区
分
さ

れ
た
の
に
対
し
、ギ
リ
シ
ャ
語
の

エ
ウ
フ
ォ
ニ
ア
、「
心
地
良
い
音
」

「
良
く
響
き
わ
た
る
」と
い
う
意
味

の
言
葉
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

た
ぶ
ん
創
っ
た
サ
ッ
ク
ス
さ
ん
も
、

こ
の
楽
器
を
気
に
入
っ
て
特
別
に

名
前
を
付
け
て
く
れ
た
の
か
な
ぁ
、

等
と
妄
想
し
て
み
た
り
し
て
。と

は
い
え
、そ
の
低
め
の
柔
ら
か
い

音
色
同
様
、名
前
の
発
音
も
柔
ら

か
く
、こ
れ
が
ま
た
聞
き
取
っ
て

頂
け
な
い
。よ
く
、「
U
F
O
?
」と

も
聞
き
返
さ
れ
る
…
哀
し
い
限
り

で
あ
る
。

　ま
ぁ
、こ
れ
だ
け
長
く
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ウ
ム
を
吹
い
て
い
る
大
人

も
そ
う
は
い
な
い
た
め
か
、吹
奏

楽
界
で
の
夏
場
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」の
前
に
な

る
と
、地
元
の
中
学
校
な
ど
か
ら

お
声
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。今

年
は
縁
あ
っ
て
、二
つ
の
中
学
校
、

一
つ
の
高
校（
息
子
の
学
校
）へ
と

出
向
き
、指
導
と
い
う
よ
り
は
一

緒
に
吹
い
て
様
子
を
聞
か
せ
る
、

と
い
う
感
じ
の
事
を
行
っ
て
い
た
。

そ
の
内
の
一
校
、私
の
子
供
た
ち

が
通
っ
て
い
た
中
学
校
は
私
の
指

導
力
不
足
で（
こ
ち
ら
で
は
合
奏

ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
し
た（
汗
））残
念
な
が

ら
最
初
の
地
区
大
会
で
敗
退
し
て

し
ま
っ
た
が
、も
う
一
つ
の
中
学

校
は
次
の
茨
城
県
大
会
ま
で
、そ

し
て
息
子
の
高
校
は
さ
ら
に
そ
の

上
の
東
関
東
大
会
ま
で
駒
を
進
め

る
こ
と
が
出
来
た
。そ
れ
ら
の
学

校
に
お
邪
魔
し
て
い
て
思
っ
た
こ

と
。や
は
り
上
へ
進
む
学
校
の
先

生
方
は
、生
徒
さ
ん
た
ち
の「
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」の
上
げ
方
に
長
け

て
い
る
と
い
う
点
。壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
生
徒
さ
ん
た
ち
を
挫

け
さ
せ
る
こ
と
な
く（
上
手
な
生

徒
さ
ん
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
）、や
る
気
を
う
ま
く
引
き
出

し
て
練
習
を
進
め
て
行
く
。言
葉

の
使
い
廻
し
も
う
ま
い
。そ
し
て

さ
ら
に
気
が
付
い
た
。そ
れ
っ
て
、

自
分
が
自
社
で
従
業
員
た
ち
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
仕
事
を

進
め
て
い
く
事
と
何
ら
変
わ
り
は

な
い
で
は
な
い
か
、と
。せ
っ
か
く

気
が
付
い
た
の
で
、共
通
で
使
え

る
表
現
な
ど
は
、早
速
自
社
で
も

使
わ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　ち
な
み
に
冒
頭
で
記
述
し
た

「
響
け
!
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
」で
あ

る
が
、さ
す
が
に
そ
の
題
名
か
ら

責
任
感
で（
?
）全
話
見
た
。当
初

の
心
配（
な
ん
と
な
く
グ
ダ
グ
ダ

な
部
活
も
の
か
な
ぁ
と
勝
手
に
想

像
し
て
ま
し
た
）を
裏
切
り
、結
構

ち
ゃ
ん
と
上
を
目
指
し
た
部
活
も

の
、あ
る
意
味
ス
ポ
根
も
の（
吹
奏

楽
部
は
上
下
関
係
・
気
合
と
根
性

な
ど
、ノ
リ
は
体
育
会
系
な
の
で

す
）で
、良
く
も
悪
く
も
吹
奏
楽
部

あ
る
あ
る
、ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
奏

者
あ
る
あ
る
な
内
容
で
あ
っ
た

（
映
画
化
も
さ
れ
た
ら
し
い
で
す
）。

コ
ン
ク
ー
ル
追
い
込
み
時
期
に
見

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、今
年
は

例
年
以
上
に
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け

て
力
が
こ
も
っ
て
い
た
、と
い
う

事
は
内
緒
の
こ
と
で
。。。

　「
…
ふ
ー
ん
、『
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
』っ
て
言
う
楽
器
吹
い
て
る
ん

だ
〜
。」

…
だ
か
ら
、「
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
」

で
す
っ
て
ば
。。。そ
し
て
戦
い
は

続
く
。

「
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
」
と
私

黒
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有
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商工会議所さんへ
　今まで、ケーキばかりであまりお付き合いができませんでした。最近、商
店街の「常陸多賀マークプロジェクト※」に参加させていただき、こうした活
動を知ったところです。菓子店としてできることを考えていきたいです。
※多賀地区連合商店会の街づくりプロジェクト。共通のロゴマークを取り入れ
　た他にはない商品がたくさん生まれています。

焼きたて工房コンディトライ・ミヨ

・

　
・
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キラリ☆会員探訪 第101回

『素材と味、職人の魂を込めた洋菓子』

未来予想図

ひとこと日立自慢

　日立といえばこれ！という日立銘菓
をつくるのが夢です。「50、60は洟垂
れ小僧、70、80は働き盛り、90でお
迎えが来たら100まで待てと追い返せ」
の信念で、80代でもケーキを作ってい
たい。もし『10年前に食べておいしかっ
た』というお客さんが来店したら、変わ
らない同じケーキを提供できるよう精
進したいです。

　海ですね。海の見える日
立駅は日本一だと思って
いるし、以前よく釣りにで
かけた古房地公園（日立灯
台）も好きです。海に囲ま
れた釣りのベストスポット
があって、ウミガメが泳ぐ
のを見たこともありますよ。

商工会議所より
　10月号でのインタビューで、日立の名物が欲しい！というお話が
出たばかりです。日立銘菓の完成、楽しみにしています！

か
い
ぎ
し
ょ
☆
往
復
書
簡

日立市千石町1－5－10
電　話　0294－33－0241
F A X　0294－33－0241
〈営業時間〉　10：00～19：00
〈定 休 日〉　毎週木曜日

　多
賀
駅
近
く
の
す
ず
ら
ん
通

り（
旧
国
道
）沿
い
に
店
舗
を
構

え
る『
焼
き
立
て
工
房
コ
ン
デ
ィ

ト
ラ
イ
・
ミ
ヨ
』。
店
名
の
コ
ン

デ
ィ
ト
ラ
イ
は
、
ド
イ
ツ
語
で

『
洋
菓
子
店
』
の
意
味
で
す
が
、

元
々
は
現
在
の
代
表
・
三
代
雅

裕
さ
ん（
58
歳
）の
五
代
前
の
高

祖
父
が
1
0
5
年
前
に
創
業
し

た
老
舗
和
菓
子
店
で
し
た
。

　大
学
卒
業
後
、
洋
菓
子
職
人

の
修
業
を
し
た
三
代
さ
ん
は
27

歳
で
店
を
継
ぎ
、
そ
れ
ま
で
の

和
菓
子
店
を
洋
菓
子
喫
茶
へ
替

え
て
オ
ー
プ
ン
。
当
時
は
県
内

で
も
珍
し
か
っ
た
専
用
オ
ー
ブ

ン
で
焼
く
自
家
製
バ
ー
ム
ク
ー

ヘ
ン
や
ス
イ
ス
チ
ョ
コ
な
ど
を

販
売
し
ま
し
た
。

　ヨ
ー
ロ
ッ
パ
4
か
国
を
修
業

で
旅
し
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
製
菓

学
校
で
も
学
ん
だ
経
験
を
活
か

し
て
、ド
イ
ツ
菓
子
だ
け
で
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
菓
子
ま
で
幅
広
い
種

類
の
洋
菓
子
を
提
供
。
イ
チ
ゴ

を
使
っ
た
フ
レ
ジ
ェ
も
そ
の
一

つ
。
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
と
は
一

味
違
う
、
本
場
フ
ラ
ン
ス
仕
込

み
の
カ
ス
タ
ー
ド
と
バ
タ
ー
ク

リ
ー
ム
の
華
や
か
な
ケ
ー
キ
で

す
。

 『
高
い
原
価
率
で
も

　
　
　
 
美
味
し
さ
を
追
求
』

　一
人
で
す
べ
て
の
商
品
を
作

る
た
め
、
作
業
は
朝
7
時
か
ら

深
夜
12
時
ま
で
。
材
料
も
一
流

品
使
用
で
原
価
率
が
高
く
な
り

が
ち
と
か
。
妥
協
し
た
く
な
い

職
人
と
し
て
の
思
い
と
商
売
の

間
で
ジ
レ
ン
マ
も
感
じ
ま
す
。

し
か
し『
オ
ー
ナ
ー
兼
職
人
だ
か

ら
こ
そ
1
0
0
％
自
分
の
作
り

た
い
も
の
を
追
求
で
き
る
』と
語

る
三
代
さ
ん
。

　2
0
0
2
年
に
は
『
焼
き
立

て
』を
コ
ン
セ
プ
ト
に
石
釜
を
導

入
し
、
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
の

店
へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
。
石
釜

オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
は
、
皮
が
サ
ク
サ
ク
固

め
の
本
場
の
味
。
街
が
変
遷
し

て
い
く
中
、
菓
子
店
も
常
に
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

三代　雅裕 さん

ミヨ洋菓子店

リレー随想
No.198

　「
ん
? 

『
響
け
! 

ユ
ー
フ
ォ
ニ

ア
ム
』! ? 

ア
ニ
メ
化
決
定
? !
」

　二
年
ほ
ど
前
、ふ
と
立
ち
寄
っ

た
コ
ン
ビ
ニ
で
の
出
来
事
で
あ
る
。

冒
頭
の
文
章
の
帯
が
付
い
た
書
籍

が
私
の
目
に
留
ま
っ
た
。「
こ
の
題

名
は
…
。し
か
も
題
材
が
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ア
ム
か
…
、大
丈
夫
な
の

か
?
」

　私
は
小
学
校
か
ら
楽
器
の
世
界

に
入
り
、中
学
校
の
部
活（
吹
奏
楽

部
、当
時
名
称
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
）に
て
中
三
か
ら「
ユ
ー
フ
ォ
ニ

ア
ム
」と
い
う
楽
器
を
担
当
し
、学

生
時
代
を
経
て
か
れ
こ
れ
30
年
以

上
、今
も
常
陸
太
田
市
民
吹
奏
楽

団
に
所
属
し
吹
い
て
い
る
。

　こ
の
楽
器
、当
時
は
、今
で
も
、

「
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
」と
呼
ば
れ
る

こ
と
の
方
が
ま
だ
多
い
。吹
奏
楽
、

主
に
、「
軍
楽
隊
」と
呼
ば
れ
る
形

態
で
用
い
ら
れ
る
楽
器
で
、音
域
・

マ
ウ
ス
ピ
ー
ス（
と
呼
ば
れ
る
歌

口
）は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン（
ス
ラ
イ
ド

を
伸
び
縮
み
さ
せ
る
楽
器
で
す
）

と
同
じ
、形
は
チ
ュ
ー
バ
と
呼
ば

れ
る
一
番
大
き
な
ラ
ッ
パ
を
半
分

く
ら
い
に
縮
め
た
よ
う
な
形
を
し

て
い
て
、ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
な
ど
と

同
じ
金
管
楽
器
で
あ
る
…
と
、ま

ず
、楽
器
の
説
明
を
す
る
だ
け
で

も
大
変
だ
し
、こ
こ
ま
で
言
っ
て

も
、ま
ず
理
解
さ
れ
な
い
楽
器
で

あ
る
。

　ま
ず
も
っ
て
、名
前
が
憶
え
づ

ら
い
。あ
の「
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン

（
サ
ッ
ク
ス
）」を
発
明
し
た
ア
ド

ル
フ
・
サ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
発
明

さ
れ
た
こ
の
楽
器
、他
の
金
管
楽

器
は
単
に
音
域
で
ア
ル
ト
、テ

ナ
ー
、バ
リ
ト
ン
、バ
ス
と
区
分
さ

れ
た
の
に
対
し
、ギ
リ
シ
ャ
語
の

エ
ウ
フ
ォ
ニ
ア
、「
心
地
良
い
音
」

「
良
く
響
き
わ
た
る
」と
い
う
意
味

の
言
葉
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

た
ぶ
ん
創
っ
た
サ
ッ
ク
ス
さ
ん
も
、

こ
の
楽
器
を
気
に
入
っ
て
特
別
に

名
前
を
付
け
て
く
れ
た
の
か
な
ぁ
、

等
と
妄
想
し
て
み
た
り
し
て
。と

は
い
え
、そ
の
低
め
の
柔
ら
か
い

音
色
同
様
、名
前
の
発
音
も
柔
ら

か
く
、こ
れ
が
ま
た
聞
き
取
っ
て

頂
け
な
い
。よ
く
、「
U
F
O
?
」と

も
聞
き
返
さ
れ
る
…
哀
し
い
限
り

で
あ
る
。

　ま
ぁ
、こ
れ
だ
け
長
く
ユ
ー

フ
ォ
ニ
ウ
ム
を
吹
い
て
い
る
大
人

も
そ
う
は
い
な
い
た
め
か
、吹
奏

楽
界
で
の
夏
場
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」の
前
に
な

る
と
、地
元
の
中
学
校
な
ど
か
ら

お
声
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。今

年
は
縁
あ
っ
て
、二
つ
の
中
学
校
、

一
つ
の
高
校（
息
子
の
学
校
）へ
と

出
向
き
、指
導
と
い
う
よ
り
は
一

緒
に
吹
い
て
様
子
を
聞
か
せ
る
、

と
い
う
感
じ
の
事
を
行
っ
て
い
た
。

そ
の
内
の
一
校
、私
の
子
供
た
ち

が
通
っ
て
い
た
中
学
校
は
私
の
指

導
力
不
足
で（
こ
ち
ら
で
は
合
奏

ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
し
た（
汗
））残
念
な
が

ら
最
初
の
地
区
大
会
で
敗
退
し
て

し
ま
っ
た
が
、も
う
一
つ
の
中
学

校
は
次
の
茨
城
県
大
会
ま
で
、そ

し
て
息
子
の
高
校
は
さ
ら
に
そ
の

上
の
東
関
東
大
会
ま
で
駒
を
進
め

る
こ
と
が
出
来
た
。そ
れ
ら
の
学

校
に
お
邪
魔
し
て
い
て
思
っ
た
こ

と
。や
は
り
上
へ
進
む
学
校
の
先

生
方
は
、生
徒
さ
ん
た
ち
の「
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」の
上
げ
方
に
長
け

て
い
る
と
い
う
点
。壁
に
ぶ
つ

か
っ
て
い
る
生
徒
さ
ん
た
ち
を
挫

け
さ
せ
る
こ
と
な
く（
上
手
な
生

徒
さ
ん
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
）、や
る
気
を
う
ま
く
引
き
出

し
て
練
習
を
進
め
て
行
く
。言
葉

の
使
い
廻
し
も
う
ま
い
。そ
し
て

さ
ら
に
気
が
付
い
た
。そ
れ
っ
て
、

自
分
が
自
社
で
従
業
員
た
ち
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
仕
事
を

進
め
て
い
く
事
と
何
ら
変
わ
り
は

な
い
で
は
な
い
か
、と
。せ
っ
か
く

気
が
付
い
た
の
で
、共
通
で
使
え

る
表
現
な
ど
は
、早
速
自
社
で
も

使
わ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

　ち
な
み
に
冒
頭
で
記
述
し
た

「
響
け
!
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
」で
あ

る
が
、さ
す
が
に
そ
の
題
名
か
ら

責
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?
）全
話
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た
。当
初

の
心
配（
な
ん
と
な
く
グ
ダ
グ
ダ

な
部
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と
勝
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に
想
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と
上
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目
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部
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も
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ポ
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も
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楽
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・
気
合
と
根
性

な
ど
、ノ
リ
は
体
育
会
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な
の
で

す
）で
、良
く
も
悪
く
も
吹
奏
楽
部

あ
る
あ
る
、ユ
ー
フ
ォ
ニ
ウ
ム
奏

者
あ
る
あ
る
な
内
容
で
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（
映
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化
も
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れ
た
ら
し
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で
す
）。
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時
期
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こ
と
も
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は
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以
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コ
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に
向
け

て
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が
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も
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で
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店街の「常陸多賀マークプロジェクト※」に参加させていただき、こうした活
動を知ったところです。菓子店としてできることを考えていきたいです。
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　五十嵐宏氏（87歳）が竹村工務店日立出張所所長として本社の東京から日立市に赴任

したのは23歳の時だった。必死になって働き当時市内に無かった設備業に関する基準の

作成や組合の創設にも尽力してきた。仕事は八面六臂の活躍で38歳の時には本社栄転の

辞令を受けた。しかし、ここで一大決心。本社には戻らず株式会社タケムラを創立した。

　五十嵐氏の趣味はゴルフと釣り。ゴルフは商工会議所会員内でゴルフ同好会を作り今

も楽しんでいる。釣りは今でも精力的に取り組んでおり、現在は茨城県釣り団体協議会

の会長を務めている。なかでも釣りをする場所である河川と海の環境に関しては、水の

専門家の設備業界人として一方ならぬ思いを寄せている。そのため自然や生態系保護の

栽培漁業へも力を入れ、サケ・ハマグリ・ヒラメ・シジミなどの稚魚稚貝の放流や調査活

動などを続けていると言う。

　そんな五十嵐氏は昭和42年に日立商工会議所の議員に就任し、来年には議員歴50周年を迎える。当然、当所議員の中

で就任期間が最長。「趣味は商工会議所」と、冗談を語るほど当所には御足労いただいている。「50周年を迎えるために、イ

ワシなどを食べて頑張っています」と、元気に話す五十嵐氏。親父ギャグ満載の話術で周りを引き込むサービス精神旺盛

な人である。

⑪　第1611号　（毎月20日発行） 平成28年11月20日 第1611号　（毎月20日発行） 平成28年11月20日　⑩

役員・議員紹介コーナー

『素顔』
現在当所には商工会議所の運営について意思決定を行う１１０名の“議員”の方々がいます。議員の

皆さんには地域における商工業の振興と地域社会の進展にご尽力いただく重要な役割を果たして頂い

ています。このコーナーではその“議員”の皆さんにスポットをあて、その素顔にせまっていきます。

株式会社タケムラ 取締役会長　五十嵐　宏 氏（建設業部会）

第62回

ドームホール（４F)

（単位：円）

階

3

4

室名 面積 区分
収容
人員

午前
9：00 ～
　12：00

午後
13：00 ～
　17：00

夜間
17：30 ～
　20：30

A

B

第２　
会議室

第４　
会議室

 86㎡

180㎡

100㎡

80㎡

108㎡

20名

120名

70名

50名

70名

会員

一般

会員

一般

会員

一般

会員

一般

会員

一般

4,000

6,000

13,000

19,500

7,000

10,500

6,000

9,000

7,000

10,500

5,000

7,500

15,000

22,500

8,000

12,000

7,000

10,500

8,000

12,000

5,500

－　

16,000

－　

8,500

－　

7,500

－　

8,500
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ドーム
ホール

会議室使用について

第４会議室（４F)

　会員事業所の会議などに当所会館内の会議室をご利用くだ
さい。会員事業所には、料金の割引特典があります。使用に
際しては、総務課へお問い合わせください。

第２会議室（３F）

会議所インフォメーション会議所インフォメーション TEL 22-0128  FAX 22-0120

仕事と生活の調和
（ワーク・ライフ・
バランス）のために、
年次有給休暇を計画的に
活用しましょう。
　茨城労働局では、「プラスワン休暇」の取得を
推進しています。
　年末年始休暇に休みを１日プラスしてさら
に充実した連続休暇にしませんか？

◆問合わせは◆
茨城労働局雇用環境・均等室まで

TEL 029-277-829

◆問合せ先 ： 日立商工会議所　総務課
ＴＥＬ　0294－22－0128    FAX  0294－22－0120

　日立商工会議所では、中小企業施策はじめ地域の産業振興策などについて、様々な機会を通じ国

等へ要望、提言活動を行っております。会員数の増加による組織力の強化により多くの経営者の声

を集約し、さらに活動を推進したいと考えております。

　取引先やお知り合いで、商工会議所への入会をご希望されている方や、未加入の方を是非ご紹介

ください。

お知り合いをご紹介ください! !
日立商工会議所会員増強キャンペーン日立商工会議所会員増強キャンペーン日立商工会議所会員増強キャンペーン
会 員 の み な さ ま へ の お 願 い

 県内8会議所共

通の平成29年商

工会議所カレン

ダーができまし

た。（Ｂ2サイズ）

 当所１階ロビー

に置いてありま

すので、ご自由

にお持ちくださ

い。

商工会議所カレンダーができました

*問合せ*　経営支援課

事務局長兼総務部長

根  本  伸  一

11月１日付けで事務局
長に就任しました。

事務局紹介

水戸支社　日立営業所　３１７-００７３　茨城県日立市幸町１-２１-２  TEL ０２９４-２１-５３８７



　五十嵐宏氏（87歳）が竹村工務店日立出張所所長として本社の東京から日立市に赴任

したのは23歳の時だった。必死になって働き当時市内に無かった設備業に関する基準の

作成や組合の創設にも尽力してきた。仕事は八面六臂の活躍で38歳の時には本社栄転の

辞令を受けた。しかし、ここで一大決心。本社には戻らず株式会社タケムラを創立した。

　五十嵐氏の趣味はゴルフと釣り。ゴルフは商工会議所会員内でゴルフ同好会を作り今

も楽しんでいる。釣りは今でも精力的に取り組んでおり、現在は茨城県釣り団体協議会

の会長を務めている。なかでも釣りをする場所である河川と海の環境に関しては、水の

専門家の設備業界人として一方ならぬ思いを寄せている。そのため自然や生態系保護の

栽培漁業へも力を入れ、サケ・ハマグリ・ヒラメ・シジミなどの稚魚稚貝の放流や調査活

動などを続けていると言う。

　そんな五十嵐氏は昭和42年に日立商工会議所の議員に就任し、来年には議員歴50周年を迎える。当然、当所議員の中

で就任期間が最長。「趣味は商工会議所」と、冗談を語るほど当所には御足労いただいている。「50周年を迎えるために、イ

ワシなどを食べて頑張っています」と、元気に話す五十嵐氏。親父ギャグ満載の話術で周りを引き込むサービス精神旺盛

な人である。
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役員・議員紹介コーナー

『素顔』
現在当所には商工会議所の運営について意思決定を行う１１０名の“議員”の方々がいます。議員の

皆さんには地域における商工業の振興と地域社会の進展にご尽力いただく重要な役割を果たして頂い

ています。このコーナーではその“議員”の皆さんにスポットをあて、その素顔にせまっていきます。

株式会社タケムラ 取締役会長　五十嵐　宏 氏（建設業部会）

第62回

ドームホール（４F)

（単位：円）
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室名 面積 区分
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年次有給休暇を計画的に
活用しましょう。
　茨城労働局では、「プラスワン休暇」の取得を
推進しています。
　年末年始休暇に休みを１日プラスしてさら
に充実した連続休暇にしませんか？

◆問合わせは◆
茨城労働局雇用環境・均等室まで
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◆問合せ先 ： 日立商工会議所　総務課
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　日立商工会議所では、中小企業施策はじめ地域の産業振興策などについて、様々な機会を通じ国

等へ要望、提言活動を行っております。会員数の増加による組織力の強化により多くの経営者の声

を集約し、さらに活動を推進したいと考えております。

　取引先やお知り合いで、商工会議所への入会をご希望されている方や、未加入の方を是非ご紹介

ください。
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ダーができまし

た。（Ｂ2サイズ）

 当所１階ロビー

に置いてありま

すので、ご自由

にお持ちくださ

い。

商工会議所カレンダーができました

*問合せ*　経営支援課

事務局長兼総務部長

根  本  伸  一

11月１日付けで事務局
長に就任しました。

事務局紹介

水戸支社　日立営業所　３１７-００７３　茨城県日立市幸町１-２１-２  TEL ０２９４-２１-５３８７



茨城が誇る高級ブランド 常陸牛
おかげさまで創業42年　焼肉　ステーキ　韓国料理専門店

☎：０２９４－２１－１３８７
住所：茨城県日立市弁天町１－２－６

営業：Ｏｐｅｎ１７：００～ＬＯ２１：４５

日・祭日：ＬＯ２０：４５

定休日：火曜日

個室：和室2タイプ完備（要予約）

大宴会場完備

アクセス：日立駅中央口より徒歩７分

日立中央ＩＣより７分

肉のレストランくらた
メダリスト牛10年連続取扱記念!!
今年もメダリスト牛を通常価格で
ご提供させていただきます

サプライズ価格￥5,200(Taxin)より絶賛ご予約受付中！
日頃の感謝の気持ちを込めて

詳しくは
「肉のレストランくらた」で検索！

今年の締めくくりは「くらた」で！

第1611号　（毎月20日発行） 平成28年11月20日　⑫

　先
日
、高
知
県
の「
酔
鯨
」と
い
う

日
本
酒
を
つ
く
っ
て
い
る
蔵
元
の

大
倉
広
邦
さ
ん
と
お
話
す
る
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。ま
だ
30
代
の
若
い

経
営
者
で
す
。酔
鯨
は
首
都
圏
に
も

い
く
ら
か
出
回
っ
て
お
り
日
本
酒

が
好
き
な
人
な
ら
名
前
く
ら
い
は

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
銘
柄
で
す
。生

産
量
は
３
８
０
０
石
と
い
う
の
で
、

大
手
に
比
べ
れ
ば
ま
っ
た
く
小
さ

い
で
す
が
、地
方
に
行
け
ば
ま
だ
ま

だ
そ
れ
く
ら
い
の
規
模
の
蔵
元
は

た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
大
き
さ
で

す
。　話

し
て
い
て
面
白
か
っ
た
の
は
、

高
知
と
い
う
国
内
の
消
費
地
か
ら

離
れ
て
い
る
土
地
柄
も
あ
り
、事
業

の
安
定
・
拡
大
の
た
め
に
も
直
接
海

外
の
市
場
に
販
路
を
開
く
こ
と
を

視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

実
際
に
、現
状
で
も
４
合
瓶
換
算
で

３
万
本
ほ
ど
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
な
ど
米
国
の
大
都

市
に
出
荷
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　長
い
目
で
見
れ
ば
消
費
者
の
人

口
が
減
っ
て
い
る
国
内
市
場
だ
け

を
見
て
い
て
も
将
来
の
事
業
拡
大

は
望
め
ま
せ
ん
。日
本
で
製
造
し
た

も
の
を
輸
出
す
る
と
な
る
と
輸
送

費
や
関
税
の
関
係
で
ど
う
し
て
も

販
売
価
格
は
高
価
に
な
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。た
だ
特
に
ア
ジ
ア
圏
で

は
富
裕
層
が
急
拡
大
し
て
い
ま
す
。

高
価
で
も
買
っ
て
も
ら
え
る
だ
け

の
価
値
を
き
ち
ん
と
提
供
で
き
れ

ば
、国
内
の
大
都
市
圏
の
市
場
開
拓

を
す
っ
飛
ば
し
て
海
外
市
場
で
成

功
す
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　海
外
市
場
に
挑
戦
す
る
こ
と
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。

　一
つ
は
市
場
に
対
す
る
適
応
力

を
強
化
で
き
る
こ
と
で
す
。国
内
で

売
っ
て
い
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
輸

出
し
て
売
れ
れ
ば
世
話
な
い
の
で

す
が
、通
常
は
海
外
市
場
に
向
け
た

商
品
は
、市
場
に
合
わ
せ
て
あ
れ
こ

れ
変
更
を
加
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。食
品
な
ら
味
の
好
み
や
食
習
慣

の
違
い
が
あ
り
ま
す
し
、ラ
ベ
ル
デ

ザ
イ
ン
や
商
品
名
に
し
て
も
つ
く

り
手
の
持
っ
て
い
る
価
値
や
ブ
ラ

ン
ド
を
相
手
国
の
消
費
者
に
分
か

る
よ
う
に
つ
く
り
か
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　先
の「
酔
鯨
」の
例
で
は
、漢
字
は

読
め
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

「
鯨
の
尾
の
形
」を
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
中
心
に
置
い
て
国
内
外
に
広

く
通
じ
る
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に
着

手
し
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
最
初
か

ら
海
外
に
も
通
じ
る
世
界
観
や
デ

ザ
イ
ン
、ス
ト
ー
リ
ー
構
築
を
き
ち

ん
と
考
え
て
展
開
し
て
い
る
事
例

に
埼
玉
県
川
越
市
の
地
ビ
ー
ル
製

造
の
コ
エ
ド
ブ
ル
ワ
リ
ー
が
あ
り

ま
す
。ぜ
ひ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を

見
て
研
究
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。　中

国
人
の「
爆
買
い
観
光
客
」は

減
少
に
転
じ
た
よ
う
で
す
が
個
人

観
光
客
は
増
え
て
い
ま
す
。こ
れ
か

ら
は
地
方
に
も
外
国
人
観
光
客
が

ど
ん
ど
ん
流
れ
込
ん
で
く
る
と
思

い
ま
す
。こ
う
し
た
人
た
ち
が
地
方

で
素
晴
ら
し
い
体
験
を
す
れ
ば
帰

国
し
て
か
ら
も
そ
の
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
フ
ァ
ン
で
い
て
く
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
を
対
象
に
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
海
外
通
販
の
越

境
Ｅ
Ｃ
は
今
後
も
ま
す
ま
す
拡
大

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。外
国

で
日
本
製
品
を
ま
と
め
て
扱
う
越

境
Ｅ
Ｃ
の
モ
ー
ル
の
サ
ー
ビ
ス
も

増
え
て
い
ま
す
。

　地
方
か
ら
い
き
な
り
海
外
市
場

と
い
う
戦
略
は
、一
見
大
風
呂
敷
の

よ
う
で
す
が
、そ
れ
が
う
ま
く
い
く

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
や
市
場
ニ
ー
ズ
は

だ
ん
だ
ん
高
ま
っ
て
い
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。

 

日
経
Ｂ
Ｐ
ヒ
ッ
ト
総
合
研
究
所

上
席
研
究
員

渡
辺

　和
博

〈〈〈 

ト
レ
ン
ド
通
信 

〉〉〉

「
地
方
か
ら
い
き
な
り
海
外
市
場
と
い
う
選
択
肢
」

「傷癒」

誰もが傷つきながら

　生きている。

そして、誰かの優しさに

　癒されて

　　また進めるのです。

　　書道家　武田　双雲
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11

D

14

　1210 　

2

　

　

15

クロスワードパズルクロスワードパズル

タテのカギ

1 折り紙で折って飛ばす
2 ぼんやりとした○○○な目
3 漢字の○○には音と訓がある
4 大豆胚芽に含まれるポリフェノー
    ルの一種
6 ○○○を惜しんで働く
8 強い匂いがする温泉の成分
10 これが高いとジメジメ
12 雑煮、絵に描いた○○

ヨコのカギ

1 ベッド代わりになる長椅子
3 日没後に輝く○○の明星
5 ハチが集めるもの
6 ウドやホタルイカを和えるとおいしい
7 物語の主役である女性キャラクター

 9 めでたい席には「鯛の○○○○付き」
11 ダウンジャケットの「ダウン」
13 押すと気持ちいい
14 おみくじでこれを引くとうれしい
15 鍋焼き、釜揚げ、かけ
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先月号の答え

クイズ当選者に賞品を差し上げます。

応募方法：官製ハガキに答え、NEWSへの意見・

要望・感想等、住所、氏名（事業所）、

TELを書いて応募してください。抽選

で賞品を差し上げます。なお、応募は

1事業所1人に限らせていただきます。

締　　切：ニュース発行月末（消印有効）

当 選 者：賞品の発送に代えさせていただきます。

オ ジモ カ ケマ

ク ユコ シ ンジ

ニ シシ ク ビタ

ジ ゾツ ギ キク

マ ナド ン ヨタ

ラ カ ウドツン

10

A

6

　A


